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(57)【要約】
　マルチメディア復調信号が、取り込まれた手持ち式装
置用マルチメディア信号又は取り込まれた地上波マルチ
メディア信号に基づいて発生される。ここで、手持ち式
装置用マルチメディア信号は、手持ち式装置上で再生す
るためにフォーマットされ、地上波マルチメディア信号
はコンピュータシステム上で再生するためにフォーマッ
トされる。マルチメディア復調信号又はマルチメディア
・デコード信号（マルチメディア復調信号による）は、
コンピュータシステム上で画像再生及び／又はオーディ
オ再生を行うため、コンピュータシステムに転送される
か又は他のコンピュータシステムに転送される。転送信
号に関連したビデオ情報は、ディスプレイの特性及びコ
ンピュータシステムの能力に適合させるため、表示する
前にコンピュータシステムによってスケール変更される
。この転送信号は、複数チャネルのマルチメディア信号
に対応するため、複数のマルチメディア信号の表示を同
時に行うことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのマルチメディア放送信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメディ
ア復調信号を発生するように動作する少なくとも１つの受信機と、
　少なくとも１つのコンピュータシステム上で再生すること及び別のコンピュータシステ
ムに転送することの少なくとも１つを行うために、前記少なくとも１つのマルチメディア
復調信号に基づいて、前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は少なくとも１つ
のマルチメディア・デコード信号を、手持ち式装置の外部の前記コンピュータシステムに
転送するように動作するインターフェースと
　を具備する、手持ち式装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号に基づいて、前記少なくとも１つのマル
チメディア・デコード信号を発生するように動作するマルチメディア用プロセッサをさら
に備える請求項１に記載の手持ち式装置。
【請求項３】
　少なくとも１つのマルチメディア放送信号が、
　前記手持ち式装置上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うためにフォ
ーマットされた少なくとも１つの手持ち式装置用マルチメディア信号と、
　前記コンピュータシステム上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うた
めにフォーマットされた少なくとも１つの地上波マルチメディア信号と
　の１つである請求項１又は請求項２に記載の手持ち式装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの手持ち式装置用マルチメディア信号が、少なくとも１つのディジ
タルビデオ放送－手持ち式装置（ＤＶＢ－Ｈ）信号であり、前記少なくとも１つの地上波
マルチメディア信号がディジタルビデオ放送－地上波（ＤＶＢ－Ｔ）信号である請求項３
に記載の手持ち式装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの受信機が、
　前記少なくとも１つのマルチメディア放送信号を取り込むように動作するチューナと、
　アナログ－ディジタル変換器及びエラー補正回路を備えて、前記少なくとも１つのマル
チメディア放送信号を復調するように動作し、これにより、前記少なくとも１つのマルチ
メディア復調信号を発生する復調器と
　を具備し、前記アナログ－ディジタル変換器が、前記少なくとも１つのマルチメディア
放送信号をディジタル形式に変換するように動作し、かつ前記エラー補正回路が前記少な
くとも１つのマルチメディア復調信号の中でエラーを検出及び補正するように動作する請
求項１～４のいずれかに記載の手持ち式装置。
【請求項６】
　前記インターフェースが物理的に又は無線で、前記コンピュータシステムに接続されて
いる請求項１～５のいずれかに記載の手持ち式装置。
【請求項７】
　前記インターフェースが複数チャネルの転送信号を送信するように動作し、前記複数チ
ャネルの転送信号が、２つ以上のマルチメディア復調信号、２つ以上のマルチメディア・
デコード信号、１つ以上のマルチメディア復調信号、及び１つ以上のマルチメディア・デ
コード信号の少なくとも１つを含む請求項６に記載の手持ち式装置。
【請求項８】
　前記インターフェースが、前記マルチメディア復調信号をデコードするため、前記コン
ピュータシステムの能力に関して前記コンピュータシステムからの情報を受信するように
動作し、前記手持ち式装置に関連したマルチメディア用プロセッサと前記手持ち式装置に
関連した中央処理装置との少なくとも１つが、受信された情報に基づいて、前記少なくと
も１つのマルチメディア復調信号又は前記少なくとも１つのマルチメディア・デコード信
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号を前記コンピュータシステムに転送するかどうかを決定するように動作する請求項１～
７のいずれかに記載の手持ち式装置。
【請求項９】
　前記コンピュータシステム上で再生する動作が、前記少なくとも１つのマルチメディア
放送信号に関連したビデオ情報の画像再生及び前記少なくとも１つのマルチメディア放送
信号に関連したオーディオ情報のオーディオ再生の少なくとも１つを含む請求項１～８の
いずれかに記載の手持ち式装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの受信機のそれぞれが、関連したマルチメディア技術基準のマルチ
メディア放送信号を受信するように動作する請求項１～９のいずれかに記載の手持ち式装
置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの受信機が、前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号を、前
記少なくとも１つのメモリの中に記憶せずに前記コンピュータシステムに転送するため、
前記インターフェースに転送するように動作する請求項１～１０のいずれかに記載の手持
ち式装置。
【請求項１２】
　少なくとも１つのマルチメディア放送信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメディ
ア復調信号を発生するように動作する少なくとも１つの受信機と、
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び前記少なくとも１つのマルチメデ
ィア復調信号に基づいた少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号の少なくとも１
つを、ユーザ入力情報に基づいて、受信及びデマルチプレクスの動作を行うデマルチプレ
クサと、
　１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号、コンピュータシステムに送る１つ以上のマル
チメディア・オーディオ信号、前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び前記
少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号の少なくとも１つを転送するように動作
する、外部のコンピュータシステムに動作可能に接続されたインターフェースと
　から構成し、前記デマルチプレクサが、前記１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号及
び前記１つ以上のマルチメディア・オーディオ信号の少なくとも１つを発生するようにさ
らに動作する、手持ち式装置。
【請求項１３】
　前記１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号と、
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号に関連したビデオ情報と、
　前記少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号に関連したビデオ情報と
　の少なくとも１つを、画像再生するように動作する少なくとも１つのディスプレイをさ
らに備える請求項１２に記載の手持ち式装置。
【請求項１４】
　前記１つ以上のマルチメディア・オーディオ信号と、
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号に関連したオーディオ情報と、
　前記少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号に関連したオーディオ情報と
　の少なくとも１つを、オーディオ再生するように動作する少なくとも１つのスピーカを
さらに備える請求項１２又は請求項１３に記載の手持ち式装置。
【請求項１５】
　前記１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号と、
　前記１つ以上のマルチメディア・オーディオ信号と、
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号と、
　前記少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号と
　の少なくとも１つを、記憶するように動作する少なくとも１つのメモリをさらに備える
請求項１２～請求項１４に記載の手持ち式装置。
【請求項１６】
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　少なくとも１つのマルチメディア放送信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメディ
ア復調信号を発生するステップと、
　前記コンピュータシステム上で再生すること及び別のコンピュータシステムに転送する
ことの少なくとも１つを行うため、前記少なくとも復調信号に基づいて、前記少なくとも
１つのマルチメディア復調信号又は少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号を転
送するステップと
　を含む、手持ち式装置の外部のコンピュータシステムと通信する手持ち式装置を使用す
る方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号に基づいて、前記少なくとも１つのマル
チメディア・デコード信号を発生するステップをさらに含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　少なくとも１つのマルチメディア放送信号が、
　前記手持ち式装置上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うためにフォ
ーマットされた少なくとも１つの手持ち式装置用マルチメディア信号と、
　前記コンピュータシステム上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うた
めにフォーマットされた少なくとも１つの地上波マルチメディア信号と
　の少なくとも１つである請求項１６又は請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの手持ち式装置用マルチメディア信号が少なくとも１つのディジタ
ルビデオ放送－手持ち式装置（ＤＶＢ－Ｈ）信号であり、前記少なくとも１つの地上波マ
ルチメディア信号がディジタルビデオ放送－地上波（ＤＶＢ－Ｔ）信号である請求項１８
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのマルチメディア放送信号を取り込むステップをさらに含み、
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号を発生するステップが、
　前記少なくとも１つのマルチメディア放送信号をディジタル形式に変換するステップと
、
　前記少なくとも１つのマルチメディア放送信号を復調するステップと、
　前記少なくとも１つのマルチメディア放送信号の中のエラーを検出及び補正するステッ
プと
　を含む請求項１６～１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は前記少なくとも１つのマルチメディ
ア・デコード信号が、前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は前記少なくとも
１つのマルチメディア・デコード信号を物理的な接続体又は無線接続体を介して転送する
ステップを含む請求項１６～２０のいずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は前記少なくとも１つのマルチメディ
ア・デコード信号を転送するステップが、複数チャネルの転送信号を転送するステップを
含み、前記複数チャネルの転送信号が、２つ以上のマルチメディア復調信号、２つ以上の
マルチメディア・デコード信号、及び１つ以上のマルチメディア復調信号、及び１つ以上
のマルチメディア・デコード信号の少なくとも１つを含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記マルチメディア復調信号をデコードするため、前記コンピュータシステムの能力に
関して前記コンピュータシステムからの情報を受信するステップと、
　受信された情報に基づいて、前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は前記少
なくとも１つのマルチメディア・デコード信号を転送するかどうかを決定するステップと
　をさらに含む請求項１６～２２のいずれかに記載の方法。
【請求項２４】
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　前記コンピュータシステム上で再生する動作が、前記少なくとも１つのマルチメディア
放送信号に関連したビデオ情報の画像再生及び前記少なくとも１つのマルチメディア放送
信号に関連したオーディオ情報のオーディオ再生の少なくとも１つを含む請求項１６～２
３のいずれかに記載の方法。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号を発生するステップの後、前記少なくと
も１つのマルチメディア復調信号が、前記少なくとも１つのメモリの中に記憶されずに前
記コンピュータシステムに転送される請求項１６～２４のいずれかに記載の方法。
【請求項２６】
　少なくとも１つのマルチメディア放送信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメディ
ア復調信号を発生するステップと、
　前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び前記少なくとも１つのマルチメデ
ィア復調信号に基づいた少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号の少なくとも１
つに基づいて、１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号及び１つ以上のマルチメディア・
オーディオ信号の少なくとも１つを発生するステップと、
　前記１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号、前記１つ以上のマルチメディア・オーデ
ィオ信号、前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び前記少なくとも１つのマ
ルチメディア・デコード信号の少なくとも１つを前記コンピュータシステムに転送するス
テップと
　を含む、コンピュータシステムと通信する手持ち式装置を使用する方法。
【請求項２７】
　前記１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号、前記少なくとも１つのマルチメディア復
調信号に関連したビデオ情報、及び前記少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号
に関連したビデオ情報の少なくとも１つを手持ち式装置上で画像再生するステップをさら
に備える請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記１つ以上のマルチメディア・オーディオ信号、前記少なくとも１つのマルチメディ
ア復調信号に関連したオーディオ情報、及び前記少なくとも１つのマルチメディア・デコ
ード信号に関連したオーディオ情報の少なくとも１つを手持ち式装置上でオーディオ再生
するステップをさらに備える請求項２６又は請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号、前記１つ以上のマルチメディア・オーデ
ィオ信号、前記少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び前記少なくとも１つのマ
ルチメディア・デコード信号の少なくとも１つを記憶するステップをさらに備える請求項
２６～２８のいずれかに記載の方法。
【請求項３０】
　コンピュータシステムの外部の手持ち式装置から転送された信号を受信するように動作
するインターフェースを具備し、前記転送された信号が、手持ち式装置用マルチメディア
復調信号、手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、地上波マルチメディア復調信
号、及び地上波マルチメディア・デコード信号の１つを含み、
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号及び前記手持ち式装置用マルチメディア・
デコード信号が、手持ち式装置の画像再生及びオーディオ再生の中の少なくとも１つを行
うようにフォーマットされ、かつ前記地上波マルチメディア復調信号及び前記地上波マル
チメディア・デコード信号が、前記コンピュータシステム又は別のコンピュータシステム
上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うようにフォーマットされる、コ
ンピュータシステム。
【請求項３１】
　転送信号に関連したビデオ情報を画像再生するように動作するディスプレイと、
　前記転送信号に関連したオーディオ情報をオーディオ再生するように動作する少なくと
も１つのスピーカと、
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　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号、前記手持ち式装置用マルチメディア・デ
コード信号、前記地上波マルチメディア復調信号、及び前記地上波マルチメディア・デコ
ード信号、前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号に基づいて、コンピュータシステ
ムが生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、及び前記地上波マルチメデ
ィア復調信号に基づいて、コンピュータシステムが生成した地上波マルチメディア・デコ
ード信号
の少なくとも１つを、ユーザ入力情報に基づいて、別のコンピュータシステムに転送する
ように動作する少なくとも１つのインターフェースと
　の少なくとも１つをさらに具備する請求項３０に記載のコンピュータシステム。
【請求項３２】
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号が復調されたディジタルビデオ放送－手持
ち式装置（ＤＶＢ－Ｈ）信号であり、前記手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号
がデコードされたディジタルビデオ放送－手持ち式装置（ＤＶＢ－Ｈ）信号であり、前記
地上波マルチメディア変調信号が復調されたディジタルビデオ放送－地上波（ＤＶＢ－Ｔ
）信号であり、また、前記地上波マルチメディア・デコード信号がデコードされたディジ
タルビデオ放送－地上波（ＤＶＢ－Ｔ）信号である請求項３０に記載のコンピュータシス
テム。
【請求項３３】
　マルチメディア用プロセッサをさらに具備し、
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア復調信号である場合は、前記マルチメデ
ィア用プロセッサが、前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号に基づいて、コンピュ
ータシステムが生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号を発生するように
動作し、
　前記転送信号が地上波マルチメディア復調信号である場合は、前記マルチメディア用プ
ロセッサが、前記地上波マルチメディア復調信号に基づいて、コンピュータシステムが生
成した地上波マルチメディア・デコード信号を発生するように動作する請求項３０～３２
のいずれかに記載のコンピュータシステム。
【請求項３４】
　前記マルチメディア用プロセッサが、
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア復調信号である場合、ディスプレイ上で
画像再生するためにコンピュータシステムが生成した手持ち式装置用マルチメディア・デ
コード信号、
　前記転送信号が地上波マルチメディア復調信号である場合、ディスプレイ上で画像再生
するためにコンピュータシステムが生成した地上波マルチメディア・デコード信号、
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号である場合、ディスプレ
イ上で画像再生するための手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、
　前記転送信号が地上波マルチメディア・デコード信号である場合、ディスプレイ上で画
像再生するための地上波マルチメディア・デコード信号、
　に関連したビデオ情報をスケール変更するように動作するスケーラを備える請求項３３
に記載のコンピュータシステム。
【請求項３５】
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア復調信号である場合、コンピュータシス
テムが生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、
　前記転送信号が地上波マルチメディア復調信号である場合、コンピュータシステムが生
成した地上波マルチメディア・デコード信号、
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号である場合、手持ち式装
置用マルチメディア・デコード信号、
　前記転送信号が地上波マルチメディア・デコード信号である場合、地上波マルチメディ
ア・デコード信号、
　に関連したデコードされたオーディオ情報に基づいて、アナログのオーディオ信号を発
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生するように動作するディジタル－オーディオ変換器をさらに具備し、前記少なくとも１
つのスピーカが、前記アナログのオーディオ信号に関連したオーディオ情報をオーディオ
再生するように動作する請求項３０～３４のいずれかに記載のコンピュータシステム。
【請求項３６】
　前記インターフェースが、バスを介して前記コンピュータシステムの外部の手持ち式装
置に物理的に又は無線で接続される請求項３０～３５のいずれかに記載のコンピュータシ
ステム。
【請求項３７】
　前記インターフェースが複数チャネルの転送信号を受信するように動作し、
　前記複数チャネルの転送信号が、
　２つ以上の手持ち式装置用マルチメディア復調信号と、
　２つ以上の地上波マルチメディア復調信号と、
　２つ以上の手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号と、
　２つ以上の地上波マルチメディア・デコード信号と、
　１つの手持ち式装置用マルチメディア復調信号、１つの地上波マルチメディア復調信号
、１つの手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、及び１つの地上波マルチメディ
ア・デコード信号の少なくとも２つと
　の少なくとも１つを含む請求項３０～３６のいずれかに記載のコンピュータシステム。
【請求項３８】
　前記転送信号に関連した少なくともビデオ情報を記憶するように動作する少なくとも１
つのメモリをさらに備えて、前記ディスプレイが前記記憶されたビデオ情報に関連したビ
デオ録画されたビデオ情報を画像再生するように動作する請求項３０～３７のいずれかに
記載のコンピュータシステム。
【請求項３９】
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア復調信号である場合、コンピュータシス
テムが生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、
　前記転送信号が地上波マルチメディア復調信号である場合、コンピュータシステムが生
成した地上波マルチメディア・デコード信号、
　に関連した前記少なくとも１つのビデオ情報を記憶するように動作する少なくとも１つ
のメモリをさらに具備し、前記ディスプレイが前記記憶されたビデオ情報に関連したビデ
オ録画されたビデオ情報を画像再生するように動作する請求項３０～３８のいずれかに記
載のコンピュータシステム。
【請求項４０】
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号、前記手持ち式装置用マルチメディア・デ
コード信号、前記地上波マルチメディア復調信号、及び前記地上波マルチメディア・デコ
ード信号のそれぞれが、ビデオ情報及びオーディオ情報の少なくとも１つを含む請求項３
０～３９のいずれかに記載のコンピュータシステム。
【請求項４１】
　手持ち式装置からの転送信号を受信するステップを含む、コンピュータシステムの外部
の手持ち式装置と通信するコンピュータシステムを用いる方法であって、
　前記転送信号が、手持ち式装置用マルチメディア復調信号と、手持ち式装置用マルチメ
ディア・デコード信号と、地上波マルチメディア復調信号と、地上波マルチメディア・デ
コード信号との１つを含み、
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号及び前記手持ち式装置用マルチメディア・
デコード信号が、手持ち式装置上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行う
ようにフォーマットされ、かつ前記地上波マルチメディア復調信号及び前記地上波マルチ
メディア・デコード信号が、前記コンピュータシステム又は別のコンピュータシステム上
で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うようにフォーマットされる、方法
。
【請求項４２】
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　コンピュータシステムのディスプレイ上で、前記転送信号に関連したビデオ情報を画像
再生するステップと、
　少なくとも１つのコンピュータシステムのスピーカ上で、前記転送信号に関連したオー
ディオ情報をオーディオ再生するステップと、
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号、前記手持ち式装置用マルチメディア・デ
コード信号、前記地上波マルチメディア復調信号、前記地上波マルチメディア・デコード
信号、前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号に基づいて、コンピュータシステムが
生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、及び前記地上波マルチメディア
復調信号に基づいて、コンピュータシステムが生成した地上波マルチメディア・デコード
信号の少なくとも１つを、ユーザ入力情報に基づいて別のコンピュータシステムに転送す
るステップと
　の少なくとも１つをさらに含む請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号が復調されたディジタルビデオ放送－手持
ち式装置（ＤＶＢ－Ｈ）信号であり、前記手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号
がデコードされたディジタルビデオ放送－手持ち式装置（ＤＶＢ－Ｈ）信号であり、前記
地上波マルチメディア変調信号が復調されたディジタルビデオ放送－地上波（ＤＶＢ－Ｔ
）信号であり、前記地上波マルチメディア・デコード信号がデコードされたディジタルビ
デオ放送－地上波（ＤＶＢ－Ｔ）信号である請求項４１又は請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア復調信号である場合、前記手持ち式装置
用マルチメディア復調信号に基づいて、コンピュータシステムが生成した手持ち式装置用
マルチメディア・デコード信号を発生するステップと、
　前記転送信号が地上波マルチメディア復調信号である場合、前記地上波マルチメディア
復調信号に基づいて、コンピュータシステムが生成した地上波マルチメディア・デコード
信号を発生するステップと
　をさらに含む請求項４１～４３のいずれかに記載の方法。
【請求項４５】
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア復調信号である場合、前記コンピュータ
システムのディスプレイ上で画像再生するため、コンピュータシステムが生成した手持ち
式装置用マルチメディア・デコード信号と、
　前記転送信号が地上波マルチメディア復調信号である場合、前記コンピュータシステム
のディスプレイ上で画像再生するために、コンピュータシステムが生成した地上波マルチ
メディア・デコード信号と、
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号である場合、前記コンピ
ュータシステムのディスプレイ上で画像再生するための手持ち式装置用マルチメディア・
デコード信号と、
　前記転送信号が地上波マルチメディア・デコード信号である場合、前記コンピュータシ
ステムのディスプレイ上で画像再生するための地上波マルチメディア・デコード信号と
　に関連したビデオ情報をスケール変更するステップをさらに含む請求項４１～４４のい
ずれかに記載の方法。
【請求項４６】
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア復調信号である場合、コンピュータシス
テムが生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号と、
　前記転送信号が地上波マルチメディア復調信号である場合、コンピュータシステムが生
成した地上波マルチメディア・デコード信号と、
　前記転送信号が手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号である場合、手持ち式装
置用マルチメディア・デコード信号と、
　前記転送信号が地上波マルチメディア・デコード信号である場合、地上波マルチメディ
ア・デコード信号と
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　に関連したデコードされたオーディオ情報に基づいて、アナログのオーディオ信号を発
生するステップ、及び
　前記少なくとも１つのコンピュータシステムのスピーカを用いて、前記アナログのオー
ディオ信号に関連したオーディオ情報をオーディオ再生するステップをさらに含む請求項
４１～４５のいずれかに記載の方法。
【請求項４７】
　前記転送信号を受信するステップが、物理的接続体又は無線接続体を介して前記転送信
号を受信するステップを含む請求項４１～４６のいずれかに記載の方法。
【請求項４８】
　前記転送信号を受信するステップが複数チャネルの転送信号を受信するステップを含み
、前記複数チャネルの転送信号が、２つ以上の手持ち式装置用マルチメディア復調信号、
２つ以上の地上波マルチメディア復調信号、２つ以上の手持ち式装置用マルチメディア・
デコード信号、２つ以上の地上波マルチメディア・デコード信号、及び１つの手持ち式装
置用マルチメディア復調信号、１つの地上波マルチメディア復調信号、１つの手持ち式装
置用マルチメディア・デコード信号、及び１つの地上波マルチメディア・デコード信号の
少なくとも２つの中の少なくとも１つを含む請求項４１～４７のいずれかに記載の方法。
【請求項４９】
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号、前記手持ち式装置用マルチメディア・デ
コード信号、前記地上波マルチメディア復調信号、前記地上波マルチメディア・デコード
信号、前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号に基づいて、コンピュータシステムが
生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、前記地上波マルチメディア復調
信号に基づいて、コンピュータシステムが生成した地上波マルチメディア・デコード信号
の少なくとも１つに関連した少なくともビデオ情報を記憶するステップと、
　ビデオ録画され記憶されたビデオ情報を、前記コンピュータシステムのディスプレイ上
で画像再生するステップと、
　をさらに含む請求項４１～４８のいずれかに記載の方法。
【請求項５０】
　前記手持ち式装置用マルチメディア復調信号、前記手持ち式装置用マルチメディア・デ
コード信号、前記地上波マルチメディア復調信号、及び前記地上波マルチメディア・デコ
ード信号のそれぞれが、ビデオ情報及びオーディオ情報の少なくとも１つを含む請求項４
１～４９のいずれかに記載の方法。
【請求項５１】
　マルチメディア放送信号に基づいて、マルチメディア復調信号又はマルチメディア・デ
コード信号を転送するように動作する手持ち式装置と、
　手持ち式装置用マルチメディア信号に関連付けられたビデオ情報をコンピュータシステ
ム上で画像再生すること、前記手持ち式装置用マルチメディア信号に関連付けられたオー
ディオ情報を前記コンピュータシステム上でオーディオ再生すること、転送されたマルチ
メディア復調信号を別のコンピュータシステムに転送すること、及び転送されたマルチメ
ディア・デコード信号を前記別のコンピュータシステムに転送することの少なくとも１つ
を行うため、前記転送されたマルチメディア復調信号又は前記転送されたマルチメディア
・デコード信号を受信するように動作する、前記手持ち式装置の外部のコンピュータシス
テムと
　を具備することを特徴とするシステム。
【請求項５２】
　前記マルチメディア放送信号がディジタルビデオ放送－手持ち式装置（ＤＶＢ－Ｈ）信
号又はディジタルビデオ放送－地上波（ＤＶＢ－Ｔ）信号である請求項５１に記載のシス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、全体的に、数百のマルチメディア信号及び地上波マルチメディア信号を受信
することに関し、特に、数百のマルチメディア信号及び地上波マルチメディア信号を表示
することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ラップトップコンピュータ、ディスクトップコンピュータ、高解像度テレビ及び他の非
可動式のコンピューティング装置などの従来のコンピュータシステムは、ユーザに多数の
マルチメディア・コンテンツとやり取りする能力を与えることによって、現代の世界を変
えてきた。例えば、幾つかの加入者サービスにより、ユーザは音楽ビデオ（例えば、一種
のマルチメディア・コンテンツ）をインターネットを介してオンラインでダウンロードで
きるようになる。選択の後で、コンテンツが、１つ以上のマルチメディア信号を示す一連
のデータパケットの形式で到着する。その後、ビデオ情報とオーディオ情報が周知の技術
を用いてマルチメディア信号から構文解析され、その後、ディスプレイ上で画像再生する
ため、また１つ以上のスピーカでオーディオ再生するためにデコードされる。
【０００３】
　上記の説明は、インターネットを介して与えられたマルチメディア・コンテンツの１つ
の実施例を提供するが、マルチメディア・コンテンツは種々の形式で、また高周波、無線
接続又はバス（例えば、ブルーテュース、ＩＥＥＥ８０２．１１などを用いる）及び物理
的接続又はバス（例えば、光ケーブル、銅の電話回線など）を含む種々の媒体上で送信す
ることができることは認識されたい。
【０００４】
　同様に、携帯電話、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ポータブル・オーディオプレーヤ（
例えば、アップル社のiPod）及び他のモバイル機器などの手持ち式装置は、ユーザがどこ
に旅行しようとも、多くの実際的なモバイルサービスをユーザに提供することによって、
現代世界を変化させてきた。例えば、多くの携帯電話は、単なる電話機能以上の多くのこ
とを行うことができる。「従来の」コンピュータシステムと同様に、携帯電話（携帯電話
は、それ自体でコンピュータシステムである）は、前述された同じ方法で、そのユーザに
マルチメディア・コンテンツを与えることができる。
【０００５】
　従来のコンピュータシステムは一般に、優れた処理能力、大きなメモリ容量、及び大き
なディスプレイを有していることで特徴付けられているため、また手持ち式装置は電池式
であるため、従来のコンピュータシステムは一般に、手持ち式装置よりもより広い種々の
マルチメディア・コンテンツに対応することができる。その結果、ビデオ情報及びオーデ
ィオ情報が演奏される装置に対して、マルチメディア信号をフォーマットすることができ
る。同様に、信号が最終的な宛先に移動する送信媒体の種類に対して、マルチメディア信
号をフォーマットすることもできる。例えば、ディジタルテレビ信号は、ディジタルビデ
オ放送の標準化パッケージに基づいてフォーマットすることもできる。ＤＶＢパッケージ
は、衛星（ＤＶＢ－Ｓ及びＤＶＢ－Ｓ２）、ケーブル（ＤＶＢ－Ｃ）、地上波テレビ（Ｄ
ＶＢ－Ｔ）及び手持ち式機器用の地上波テレビ（ＤＶＢ－Ｈ）による変調／復調、圧縮／
圧縮解除及びディジタルテレビ信号の送信に対する規格を含む。規格や他の処理手順に従
うことは、製造業者が定義されたサービスの品質でマルチメディア・コンテンツを配送す
ることに有用である。
【０００６】
　発明者らは、手持ち式装置のユーザは、画像再生及びオーディオ再生する手持ち式装置
用の手持ち式装置用にフォーマットされたマルチメディア信号を受信することができるが
、手持ち式装置用のマルチメディア信号を手持ち式装置からコンピュータシステムに送信
することに対する要求が存在することを認識している。同様に、手持ち式装置が、コンピ
ュータシステム上でビデオ情報及びオーディオ情報を構成する、画像再生及び／又はオー
ディオ再生するように設計された地上波マルチメディア信号を受信して、手持ち式装置が
この受信した地上波マルチメディア信号をコンピュータシステムに転送することができる
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という要求が存在する。コンピュータシステムは、ビデオ情報及びオーディオ情報を構成
する信号を画像再生及びオーディオ再生するようにさらに良く適合され、またそうでない
場合は手持ち式装置のユーザが容易に利用できないような付加的な選択肢をさらに提供す
ることができる。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の第１の態様によれば、少なくとも１つのマルチメディア放送信号に基づいて、
少なくとも１つのマルチメディア復調信号を発生するように動作する少なくとも１つの受
信機と、少なくとも１つのコンピュータシステム上で再生すること及び別のコンピュータ
システムに転送することの少なくとも１つを行うために、少なくとも１つのマルチメディ
ア復調信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は少なくとも１つの
マルチメディア・デコード信号を、手持ち式装置の外部のコンピュータシステムに転送す
るように動作するインターフェースとから構成する手持ち式装置が提供される。
【０００８】
　本発明の第２の態様によると、少なくとも１つのマルチメディア放送信号に基づいて、
少なくとも１つのマルチメディア復調信号を発生するように動作する少なくとも１つの受
信機と、少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び少なくとも１つのマルチメディ
ア復調信号に基づいた少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号、の少なくとも１
つを、ユーザ入力情報に基づいて、受信及びデマルチプレクスの動作を行うデマルチプレ
クサと、１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号、コンピュータシステムに送る１つ以上
のマルチメディア・オーディオ信号、少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び少
なくとも１つのマルチメディア・デコード信号、の少なくとも１つを転送するように動作
する、外部のコンピュータシステムに動作可能に接続されたインターフェースと、から構
成し、デマルチプレクサが、１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号及び１つ以上のマル
チメディア・オーディオ信号の少なくとも１つを発生するようにさらに動作する、手持ち
式装置が提供される。
【０００９】
　本発明の第３の態様によれば、手持ち式装置の外部のコンピュータシステムと通信する
手持ち式装置を用いる方法が提供され、この方法は、少なくとも１つのマルチメディア放
送信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメディア復調信号を発生するステップと、コ
ンピュータシステム上で再生すること及び別のコンピュータシステムに転送することの少
なくとも１つを行うために、少なくとも復調信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメ
ディア復調信号又は少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号を転送するステップ
とを含む。
【００１０】
　本発明の第４の態様によれば、手持ち式装置の外部のコンピュータシステムと通信する
手持ち式装置を用いる方法が提供され、この方法は、少なくとも１つのマルチメディア放
送信号に基づいて、少なくとも１つのマルチメディア復調信号を発生するステップと、少
なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び少なくとも１つのマルチメディア復調信号
に基づいた少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号、の少なくとも１つに基づい
て、１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号及び１つ以上のマルチメディア・オーディオ
信号の少なくとも１つを発生するステップと、１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号、
１つ以上のマルチメディア・オーディオ信号、少なくとも１つのマルチメディア復調信号
、及び少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号、の少なくとも１つをコンピュー
タシステムに転送するステップとを含む。
【００１１】
　本発明の第５の態様によれば、コンピュータシステムが提供され、このコンピュータシ
ステムは、コンピュータシステムの外部の手持ち式装置から転送された信号を受信するよ
うに動作するインターフェースを具備し、転送された信号が、手持ち式装置用マルチメデ
ィア復調信号、手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、地上波マルチメディア復
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調信号、及び地上波マルチメディア・デコード信号、の１つを含み、手持ち式装置用マル
チメディア復調信号及び手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号が、手持ち式装置
の画像再生及びオーディオ再生の中の少なくとも１つを行うようにフォーマットされ、か
つ地上波マルチメディア復調信号及び地上波マルチメディア・デコード信号が、コンピュ
ータシステム又は別のコンピュータシステム上で画像再生及びオーディオ再生の少なくと
も１つを行うようにフォーマットされる。
【００１２】
　本発明の第６の態様によれば、コンピュータシステムの外部の手持ち式装置と通信する
コンピュータシステムを用いる方法が提供され、この方法には、手持ち式装置から転送さ
れた信号を受信するステップが含まれ、この転送された信号は、手持ち式装置用マルチメ
ディア復調信号、手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、地上波マルチメディア
復調信号、及び地上波マルチメディア・デコード信号、の１つを含み、ここで、手持ち式
装置用マルチメディア復調信号及び手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号は、手
持ち式装置の画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うようにフォーマットさ
れ、かつ地上波マルチメディア復調信号及び地上波マルチメディア・デコード信号は、コ
ンピュータシステム又は別のコンピュータシステム上で画像再生及びオーディオ再生の少
なくとも１つを行うようにフォーマットされる。
【００１３】
　本発明の第７の態様によれば、マルチメディア放送信号に基づいて、マルチメディア復
調信号又はマルチメディア・デコード信号を転送するように動作する手持ち式装置と、手
持ち式マルチメディア信号に関連付けられたビデオ情報をコンピュータシステム上で画像
再生すること、手持ち式マルチメディア信号に関連付けられたオーディオ情報をコンピュ
ータシステム上でオーディオ再生すること、転送されたマルチメディア復調信号を別のコ
ンピュータシステムに転送すること、及び転送されたマルチメディアデコード信号を別の
コンピュータシステムに転送すること、の少なくとも１つを行うために、転送されたマル
チメディア復調信号又は転送されたマルチメディア・デコード信号を受信するように動作
する、手持ち式装置の外部のコンピュータシステムとを備えたシステムが提供される。
【００１４】
　下記の図面が添付された下記の説明を読めば、本発明はより容易に理解されるであろう
。これらの図面では、同じ参照番号は同じ要素を示している。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態に基づいて、接続体を介して少なくとも１つのコンピュータシ
ステムに接続された手持ち式装置を備えたシステムの実施例を例示するブロック図である
。
【図２】図１に示されているコンピュータシステムの１つの実施例を例示するブロック図
である。
【図３】本発明の１つの実施形態に基づいて、コンピュータシステム上で再生するため又
は別のコンピュータシステムに転送するために手持ち式マルチメディア信号を転送するた
めの方法の１つの実施例を例示するフローチャートである。
【図４】本発明の１つの実施形態に基づいて、どのマルチメディア信号をコンピュータシ
ステムに転送するかを決定するための方法の１つの実施例を例示するフローチャートであ
る。
【図５】本発明の１つの実施形態に基づいて、少なくとも１つのマルチメディア復調信号
を発生し、かつさらに転送、再生及び記憶する能力を提供するための１つの実施例を例示
するフローチャートである。
【図６】本発明の１つの実施形態に基づいて、手持ち式装置から受信したマルチメディア
信号を再生又は転送するための１つの実施例を例示するフローチャートである。
【図７】本発明の１つの実施形態に基づいて、コンピュータシステムが発生した手持ち式
装置用マルチメディア・デコード信号及びコンピュータシステムが発生した地上波マルチ
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メディア・デコード信号を発生するため、かつデコード信号をコンピュータシステム上で
画像表示するためにスケール変更するための１つの実施例を例示する図である。
【図８】本発明の１つの実施形態に基づいて、転送された信号に関連したオーディオ情報
を、少なくとも１つのコンピュータシステムのスピーカ上でオーディオ再生する１つの方
法を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　全体的に、本発明は、手持ち式装置上で画像再生又はオーディオ再生するようにフォー
マットされた受信した手持ち式マルチメディア信号に基づいて、マルチメディア復調信号
を発生し、その後、マルチメディア復調信号又はマルチメディア・デコード信号を、画像
再生又はオーディオ再生を行うために、（マルチメディア復調信号に基づいて）手持ち式
装置の外部のコンピュータシステムに転送するための方法及び装置を提供する。別の方法
では、マルチメディア復調信号は、コンピュータシステムの装置上で画像再生又はオーデ
ィオ再生するようにフォーマットされた、受信された地上波マルチメディア信号に基づく
ことができる。別の実施形態では、転送された信号は、画像又はオーディオ再生を行うた
めに、別のコンピュータシステムに転送することができる。
【００１７】
　１つの実施形態では、手持ち式装置が、多数のチャネルの復調された及び／又はデコー
ドされたマルチメディア信号をコンピュータ装置に転送するように動作し、これにより例
えば、コンピュータシステムのディスプレイ上で２つ以上のマルチメディア信号を表示で
きるようにする。別の実施形態では、１つ以上の関連した又は関連のないマルチメディア
技術基準からの復調された及び／又はデコードされたマルチメディア信号を含むことがで
きる。別の実施形態では、手持ち式装置は、復調された及び／又はデコードされたマルチ
メディア信号からオーディオ及びビデオ要素を構文解析又はデマルチプレクスの動作を行
うようにして、１つ以上のこれらの要素部分をコンピュータシステムに転送する。他の要
素部分は、手持ち式装置上で再生されるか又は記憶される。
【００１８】
　この明細書は、手持ち式装置から転送された１つ以上の信号を受信し、かつコンピュー
タシステム上で１つ以上の転送された信号の画像再生及びオーディオ再生を行うための方
法及び装置も提供する。この転送された信号は、１つ以上の関連した又は関連のない技術
基準を用いてフォーマットされた、手持ち式装置用マルチメディア復調信号、手持ち式装
置用マルチメディア・デコード信号及び地上波マルチメディア復調信号を含むことができ
る。１つの実施形態では、転送された信号は、前述された信号のオーディオ及び／又はビ
デオ要素を含むことができる。転送された信号が復調されているがまだデコードされてい
ない場合は、コンピュータシステムのマルチメディア用プロセッサは、コンピュータシス
テムのディスプレイ及び／又は少なくとも１つのスピーカで再生する前に、基調を成すオ
ーディオ及びビデオ情報をデコードする。１つの実施形態では、転送された信号を別のコ
ンピュータシステムに転送して、そこで画像及びオーディオの再生を行う方法及び装置が
提供される。
【００１９】
　従って、本願で説明される方法及び装置により、手持ち式装置がＤＶＢ－Ｈ及びＤＶＢ
－Ｔ信号などのマルチメディア信号を受信し、その後、コンピュータシステム上で再生す
るか又は別のコンピュータシステムに転送することができるようになる。
【００２０】
　本願の開示内容は、図１～図８を参照することにより、一層完全に理解することができ
る。下記の詳細な説明では、本開示内容を完全に理解できるようにするために、多数の特
定の細部が示されている。しかしながら、これらの特定の細部は、本実施形態の開示内容
を実行するために使用する必要がないことは、当業者には明らかである。他の実施例では
、この開示内容を不必要に不明瞭にしないようにするために、周知の構成、インターフェ
ース及び処理は示されていないか又は詳細には示されていない。
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【００２１】
　図１は、接続体１０６（例えば、物理的バス又は無線バス）を介して少なくとも１つの
コンピュータシステム１０４に接続された手持ち式装置１０２を備えたシステム１００の
１つの実施例を例示するブロック図である。この手持ち式装置１０２は、携帯電話、ＰＤ
Ａ、音楽プレーヤなど、どのような種類のモバイル機器であっても良い。１つの実施形態
では、手持ち式装置１０２は、少なくとも１つの受信機１１０、少なくとも１つのアンテ
ナ１０８（１つ以上の受信機１１０に接続された１つのアンテナとして例示されている）
、少なくとも１つのメモリ１１４、インターフェース１１６、ＣＰＵ１１８、１つ以上の
入力／出力装置１２０、ディジタル－オーディオ変換器（「ＤＡＣ」）１２２、増幅器１
２４、少なくとも１つの手持ち式スピーカ１２６、及び手持ち式装置用ディスプレイ１２
８を備えている。図示されているように、少なくとも１つの受信機１１０のそれぞれは、
チューナ１３０及び復調器１３２を具備している。
【００２２】
　チューナ１３０は、少なくとも１つのアンテナ１０８を用いて望ましい無線周波数をチ
ュービングすることができ、また外部のソース（図示せず）からの信号を取り込むことが
できる任意の適当な装置である。ここで、これらの信号は、同調された周波数の放送であ
る。望ましい無線周波数は、任意の適当な技術を用いて設定することができる。１つの実
施形態では、ユーザは、チューナ１３０が無線周波を通過させる望ましい周波数を入力す
る（又は、望ましい周波数を示す命令－例えば、チャネル識別子を入力する）。ユーザの
入力は、例えばキーボード又はタッチパッドなどの任意の適当な入力／出力装置１２０上
で入力することができる。その後、また周知の技術に基づいて、チューナ１３０は、少な
くとも手持ち式マルチメディア信号１３８及び／又は地上波マルチメディア信号１３８（
個別に又は「放送マルチメディア信号」１３８と一括して）を取り込む。当業者が理解す
るように、マルチメディア放送信号１３８のそれぞれは、外部のソースが送信する前に、
複数の周知のマルチメディア送信基準（例えば、ディジタル・ビデオ放送－手持ち式装置
、ディジタル・ビデオ放送－地上波、など）の１つに基づいて変調される。
【００２３】
　本願で使用されるように、手持ち式マルチメディア信号１３８は、手持ち式装置、例え
ば手持ち式装置１０２上で、基調を成すビデオ情報の画像再生用及び／又は基調を成すオ
ーディオ情報のオーディオ再生用にフォーマットされたマルチメディア信号である。１つ
の実施形態では、手持ち式マルチメディア信号１３８は、ディジタル・ビデオ放送－手持
ち式装置（「ＤＶＢ－Ｈ」）用信号である。別の実施形態では、手持ち式マルチメディア
信号１３８は、サービスプロバイダによるキャリア・ネットワーク上のストリーミング・
チャネル放送に対応する。同様に、地上波マルチメディア信号１３８は、外部コンピュー
タシステム、例えばコンピュータシステム１０４上で、基調を成すオーディオ情報の画像
再生用及び／又は基調を成すオーディオ情報のオーディオ再生用にフォーマットされたマ
ルチメディア信号である。１つの実施形態では、地上波マルチメディア信号１３８は、デ
ィジタル・ビデオ放送－地上波（「ＤＶＢ－Ｔ」）用信号である。当業者は、手持ち式マ
ルチメディア信号１３８及び地上波マルチメディア信号１３８は、ＤＶＢ－Ｈ及びＤＶＢ
－Ｔ用信号に限定されないこと、また少なくとも１つの手持ち式装置又はコンピュータシ
ステム用にフォーマットされた、任意の放送ビデオ信号、オーディオ信号又はオーディオ
／ビデオ信号とすることができる。１つ以上の受信機１１０が取り込むことができる他の
マルチメディア放送信号には、下記の基準、すなわちＴ－ＤＭＢ、Ｓ－ＤＭＢ、ＩＳＤＢ
－Ｔセグメント１、ＩＳＤＢ－Ｔフル・セグメント、ＤＶＢ－Ｔ２、ＡＴＳＣ、ＤＳＤＰ
Ａ、ＭＢＭＳ、ｅＶＤＯ、ＷｉＭＡＸ、メディアＦＬＯなど、の１つを用いてフォーマッ
トされた信号がある。
【００２４】
　１つ以上の受信機１１０の中で使用される受信機の数は、手持ち式装置１０２が取り込
むように設計されるマルチメディア放送信号の種類に基づいた製造設計上の選択とするこ
とができることは理解されよう。例えば、手持ち式装置１０２が、関連したマルチメディ
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ア放送信号のみを取り込むように設計される場合は、１つの受信機が使用される。例えば
、ユーザがＤＶＢ－Ｈ及び／又はＤＶＢ－Ｔマルチメディア放送信号のみを取り込むこと
を望む場合は、ＤＶＢ－Ｈ及びＤＶＢ－Ｔは関連したマルチメディア技術基準を用いてフ
ォーマットされた関連したマルチメディア放送信号であるため（例えば、両方ともＤＶＢ
基準スイートの一部である）、１つの受信機が使用される。しかしながら、手持ち式装置
１０２が、無関係なマルチメディア技術基準を用いてフォーマットされたマルチメディア
放送信号を取り込むように設計されている場合、２つ以上の受信機が必要である。例えば
、ＤＶＢ－Ｈ及びＤＶＢ－Ｔの少なくとも１つ及びＴ－ＤＭＢ及びＳ－ＤＭＢの少なくと
も１つを取り込むことを希望する場合、２つの受信機が必要である。第１の受信機は、関
連したＤＶＢ形の信号を取り込み及び復調することができ、一方第２の受信機は、ＤＭＢ
形の信号を取り込み及び復調することができる。
【００２５】
　別の実施形態では、無関係のマルチメディア信号を捕らえる場合、複数の受信機を有す
る代わりに、手持ち式装置１０２は、２つ以上の復調器を有する１つの受信機１１０を使
用することができる。この場合、復調器１３２のそれぞれは、関連したマルチメディア放
送信号の１つの組を復調することだけを担っている。
【００２６】
　取り込んだ後、チューナ１３０はマルチメディア放送信号１３８を復調器１３２に送る
。この復調器は、マルチメディア復調信号１４０を発生する任意の装置とすることができ
る。必要に応じて、復調器１３２は、アナログ－ディジタル変換器（「ＡＤＣ」）１３４
及びエラー補正回路（「ＥＣＣ」）１３６を具備する。ＡＤＣ１３４及びＥＣＣ１３６は
復調器１３２の構成要素として例示されているが、ＡＤＣ１３４及び／又はＥＣＣ１３６
は必ずしも復調器１３２の要素部材である必要はなく、少なくとも１つの受信機１１０の
スタンドアロン形構成品とするか、又は受信機１１０及び／又はチューナ１３０と通信で
きる任意の他の適当な装置とすることができる。一般に、ＡＤＣ１３４は、最初に取り込
んだマルチメディア放送信号１３８を、復調器１３２が復調する前に、周知のサンプリン
グ技術を用いてディジタル形式に変換する。受信機１１０から送信する前に、マルチメデ
ィア復調信号１４０はＥＣＣ１３６によってエラー補正処理を受ける。
【００２７】
　１つの実施形態では、復調されたマルチメディア信号１４０は、記憶するために少なく
とも１つのメモリ１１２に転送される。この少なくとも１つのメモリ１１２は、システム
メモリ、フレーム・バッファメモリ、フラッシュメモリなど任意の適当な揮発性又は不揮
発性のメモリ装置とすることができるが、これらに限定されることはない。１つの実施形
態では、この少なくとも１つのメモリ１１２は、ランダムアクセスメモリである。この後
、復調されたマルチメディア信号１４０は、少なくとも１つのユーザ入力及びチューナ１
３０が受信したマルチメディア放送信号の種類に基づいて、インターフェース１１６又は
マルチメディア用プロセッサ１１４に転送される。復調されたマルチメディア信号１４０
がインターフェース１１６に転送される場合、この復調されたマルチメディア信号１４０
は、接続体１０６を介して少なくとも１つのコンピュータシステム１０４に転送される。
１つの実施形態では、インターフェース１１６は、例えば専用の物理的接続及び／又は無
線接続に対応する任意の適当なインターフェースである。別の方法では、復調された信号
１４０がマルチメディア用プロセッサ１１４に転送される場合、このマルチメディア用プ
ロセッサ１１４は、マルチメディア・デコード信号１４２を発生する。以下に説明される
ように、１つの実施形態では、このマルチメディア復調信号１４０が採用した経路は、マ
ルチメディア復調信号１４０が表示される場所に関連付けられる。このため、適当なユー
ザ入力が、この処理を制御するために１つ以上の入力／出力装置１２０において受け付け
られる。
【００２８】
　このマルチメディア用プロセッサ１１４は、任意の適当なプログラム可能な又は専用の
プロセッサ、プロセッシング・エンジン、及びハードウェア・アクセラレータとする、又
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は任意の適当なプログラム可能な又は専用のプロセッサ、プロセッシング・エンジン、及
びハードウェア・アクセラレータの組合せとすることができる。マルチメディア復調信号
１４０に応答して、マルチメディア用プロセッサ１１４は、マルチメディア復調信号１４
０の中に含まれたビデオ情報及びオーディオ情報をデコードすることによって、マルチメ
ディア・デコード信号１４２を発生する。マルチメディア用プロセッサ１１４は、基調を
成すビデオ情報をデコードするために、限定されるものではないが、Ｈ．２６４及びＶＣ
－１などの任意の適当な圧縮－復元（「コーデック」）基準を使用することができる。同
様に、このマルチメディア用プロセッサ１１４は、基調を成すオーディオ情報をデコード
するために、ＡＡＣ及びＭＰ３などの任意の適当なコーデック基準を使用することができ
るが、これらに限定されることはない。別の方法では、マルチメディア用プロセッサ１１
４は、マルチメディア復調信号に関連した同期エラー、不良フレームエラー、及び不良パ
ケットエラーを補正することによって、付加的な「エラー補正動作」（例えば、エラー復
元力（error resiliency））を実行することもできる。
【００２９】
　当業者は理解されるであろうが、マルチメディア・デコード信号１４２には、デコード
されたビデオ情報１４４及び／又はデコードされたオーディオ情報１４６が含まれる。こ
のデコードされたビデオ情報１４４は、続いて手持ち式装置用ディスプレイ１２８上で画
像再生を行うために、少なくとも１つのメモリ１１２に転送される。同様に、デコードさ
れたオーディオ情報１４６は、アナログのオーディオ信号１４８が発生されるＤＡＣ１２
２に転送される。アナログのオーディオ信号１４８に基づいて、増幅器１２４は、続いて
少なくとも１つの手持ち式スピーカ１２６上でオーディオ再生を行うために、増幅された
アナログのオーディオ信号１５０を発生する。当業者は理解されるように、ＤＡＣ１２２
と増幅器１２４とを交換して、デコードされたオーディオ情報１４６を最初に増幅して、
次にディジタル形式に変換することもできる。あるいはまた、マルチメディア・デコード
信号１４２をインターフェース１１６に転送し、アナログ情報を接続体１０６を介して少
なくとも１つのコンピュータシステム１０４に転送して、デコードされたビデオ情報１４
４の画像再生及び／又はオーディオ情報のオーディオ再生を、少なくとも１つのコンピュ
ータシステム１０４上で行うことができる。
【００３０】
　手持ち式装置１０２は、構成されているように、マルチメディア放送信号１３８のビデ
オ録画にもさらに対応している。１つの実施形態では、復調された（しかしなおもコード
化されている）マルチメディア信号１４０が、ユーザが記憶されているマルチメディア復
調信号１４０を「再生する」ことを希望するまで、少なくとも１つのメモリ１１２の中に
記憶される。その点で、マルチメディア復調信号１４０が少なくとも１つのメモリ１１２
から読み取られて、前述されたような後に続く処理を行うためにマルチメディア用プロセ
ッサ１１４に転送される。もう１つの選択肢として、別の実施形態では、マルチメディア
用プロセッサ１１４は、前述されたように、始めにマルチメディア復調信号１４０をデコ
ードし、次にデコードされたビデオ情報１４４、デコードされたオーディオ情報１４６（
具体的に例示されていない）、又はデコードされたマルチメディア信号１４２（具体的に
例示されていない）が、ユーザが記憶されている信号を「再生する」ことを希望するまで
、少なくとも１つのメモリ１１２の中に記憶される。再生することが希望されると、記憶
されデコードされたビデオ情報１４４、記憶されデコードされたオーディオ情報１４６又
は記憶されデコードされたマルチメディア信号１４２が少なくとも１つのメモリ１１２か
ら読み取られて、ビデオ情報１４４が画像再生するために手持ち式装置用ディスプレイ１
２８に送られ、及び／又はオーディオ情報１４６が（具体的に例示されていないが）手持
ち式スピーカ１２６を用いてオーディオ再生するためにＤＡＣ１２２に送られる。
【００３１】
　別の実施形態では、少なくとも１つの受信機１１０がマルチメディア復調信号１４０を
、コンピュータシステム１０４に直接転送するためにインターフェース１１６に転送する
。この実施形態は、全ての後に続く処理を少なくとも１つのコンピュータシステム１０４
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に移すことによって、手持ち式装置１０２内の電力を節約するために使用される。
【００３２】
　１つの実施形態では、少なくとも１つの受信機１１０のそれぞれは、１つの集積回路上
で実行される。同様に、ＣＰＵ１１８、少なくとも１つのＩ／Ｏ装置１２０に関連したイ
ンターフェース（図示せず）、少なくとも１つのメモリ１１２、マルチメディア用プロセ
ッサ１１４、インターフェース１１６、ＤＡＣ１２２、少なくとも１つの手持ち式スピー
カ１２６に関連した増幅器１２４及びインターフェース（図示せず）、及び手持ち式装置
用ディスプレイ１２８は、１つ以上の異なる集積回路上で実行される。
【００３３】
　１つの実施形態では、手持ち式装置１０２は前述したようなモバイル機器に限定されず
、コンピュータシステム１０４と通信することができる任意の適当な装置又はモジュール
を備えることができ、また少なくともアンテナ１０８、チューナ１３０、復調器１３２、
及び少なくとも１つのメモリを有している。
【００３４】
　１つの実施形態では、手持ち式装置１０２は、コンピュータシステム１０４のデコーデ
ィング能力を問い合わせて、その応答に基づいて、手持ち式装置１０２及びそのマルチメ
ディア用プロセッサ１１４はマルチメディア復調信号１４０の必要なデコーディングを行
うことができる。手持ち式装置１０２が任意の適当な技術を使用して、コンピュータシス
テム１０４に必要な問合せを行うことができる。同様に、任意の適当な信号、フラグ又は
情報が、デコーディングの性能又は能力を示すために、コンピュータシステム１０４によ
って手持ち式装置１０２に送り戻される。例えば、コンピュータシステム１０４は、手持
ち式装置１０２が受信したマルチメディア放送信号１３８のデコーディングを行うために
、必要なコーデックを持たなくても良いか、又は効率が悪い又は望ましくないコーデック
でも良く、このため手持ち式装置１０２は、コンピュータシステム１０４に転送する前に
、マルチメディア復調信号に対して必要なデコーディングを行うことができる。
【００３５】
　図２は、本発明の１つの実施形態による、図１に例示されたコンピュータシステムの１
つの実施例を示すブロック図である。このコンピュータシステム１０４は、任意の適当な
従来のコンピュータシステム、ディジタルＴＶ、高解像度ＴＶ、コンピュータ・サーバ、
プロジェクタ、ハードディスク・ドライブ、又は下記のような他の任意の適当な装置又は
システムとすることができる。ここで、この適当な装置又はシステムは、１つ以上の転送
されたマルチメディア信号を受信するための適当なインターフェースを有し、かつ（１）
転送されたマルチメディア信号の画像再生又はオーディオ再生を行う能力、及び／又は（
２）転送されたマルチメディア信号を別のコンピュータシステムに転送して、そこで画像
再生及び／又はオーディオ再生を行う能力を有している。
【００３６】
　図示されているように、図２のコンピュータシステム１０４は、第１のインターフェー
ス１５２、少なくとも１つのメモリ１５４、マルチメディア用プロセッサ１５６、ＣＰＵ
１６０、少なくとも１つの入力／出力装置１６２、ディスプレイ１６４、ＤＡＣ１６６、
増幅器１６８、少なくとも１つのスピーカ１７０、及び第２のインターフェース１８０を
備えている。１つの実施形態では、第１のインターフェース１５２及び第２のインターフ
ェース１８０は、それぞれ、例えば、手持ち式装置１０２及び別のコンピュータシステム
１０４からの物理的接続体及び／又は無線接続体１０６に対応する任意の適当なインター
フェースである。少なくとも１つのメモリ１５４は、システムメモリ（例えば、ランダム
アクセスメモリ）、フレーム・バッファメモリ、フラッシュメモリなど任意の適当な揮発
性又は不揮発性のメモリ装置とすることができるが、これらに限定されることはない。マ
ルチメディア用プロセッサ１５６は、任意の適当なプログラム可能な又は専用のプロセッ
サ、プロセッシング・エンジン、及びハードウェア・アクセラレータとする、又は任意の
適当なプログラム可能な又は専用のプロセッサ、プロセッシング・エンジン、及びハード
ウェア・アクセラレータの組合せとすることができる。
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【００３７】
　前述されたように、手持ち式装置１０２は、種々の信号を接続体１０６を介してインタ
ーフェース１５２に転送することができる。ユーザ入力（例えば、少なくとも１つの入力
／出力装置１６２上での入力）及び取り込まれたマルチメディア放送信号１３８にもよる
が、接続体１０６はマルチメディア復調信号１４０及び／又はマルチメディア・デコード
信号１４２（一括して、「転送信号」１７２）を転送する。当業者は理解されるであろう
が、この転送信号１７２は、地上波マルチメディア復調信号（例えば、受信機１１０が地
上波マルチメディア信号１３８を取り込むがデコードしない場合）、手持ち式装置用マル
チメディア復調信号（例えば、受信機１１０が手持ち式マルチメディア信号を取り込むが
デコードしない場合）、又は手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号（例えば、受
信機１１０が手持ち式マルチメディア信号を取り込むがデコードしない場合）、又はその
任意の組合せ（例えば、接続体１０６が複数チャネルの転送信号１７２を転送する場合）
に対応することができることは、当業者は理解するであろう。一般に、たいていの手持ち
式装置に対して利用可能なリソースが制限されるため、地上波マルチメディア・デコード
信号を通過させることは好都合ではない。しかしながら、転送信号１７２が地上波マルチ
メディア・デコード信号を含むことができることは当業者は理解されよう。
【００３８】
　転送信号１７２は、受信されると、記憶するために少なくとも１つのメモリ１５４に転
送されるか、又はユーザ入力及び／又は転送信号１７２の型式に基づいて、マルチメディ
ア用プロセッサ１５６に転送される。転送信号１７２が手持ち式装置用マルチメディア復
調信号に一致すると、この転送信号１７２は、処理するために、（インターフェース１５
２又は少なくとも１つのメモリ１５４から）マルチメディア用プロセッサ１５６に転送さ
れる。手持ち式装置のマルチメディア用プロセッサ１１４と同様に、コンピュータシステ
ムのマルチメディア用プロセッサ１５６は、次に、周知の技術を用いて、コンピュータシ
ステムが生成したマルチメディア・デコード信号を発生する。転送信号１７２が地上波マ
ルチメディア復調信号に一致すると、この転送信号１７２は、処理するために、（インタ
ーフェース１５２又は少なくとも１つのメモリ１５４から）マルチメディア用プロセッサ
１５６に転送される。マルチメディア用プロセッサ１５２は、次に、周知の技術を用いて
、コンピュータシステムが生成した地上波マルチメディア・デコード信号を発生する。
【００３９】
　図示されているように、マルチメディア用プロセッサ１５６は、ハードウェアのスケー
ラ又は他の適当な専用の又はプログラム可能な装置などのスケーラ１５８を備えることが
できる。このスケーラ１５８は、コンピュータシステム用ディスプレイ１６４の仕様、特
性又は性能に適合するように、転送信号１７２の１つに関連した基調を成すビデオ情報の
解像度をスケール変更することができる。あるいはまた、このスケーラ１５８は、マルチ
メディア用プロセッサ１５６から分離されているが、少なくとも１つのメモリ１５４及び
／又はマルチメディア用プロセッサ１５６と通信する。このため、１つの実施形態では、
マルチメディア用プロセッサ１５６は、コンピュータシステムが生成した手持ち式装置用
マルチメディア・デコード信号及びコンピュータシステムが生成した地上波マルチメディ
ア・デコード信号を発生するだけでなく、これらの信号に関連したビデオ情報の解像度及
び手持ち式又は地上波のマルチメディア・デコード信号に関連したビデオ情報の解像度を
スケール変更する。
【００４０】
　マルチメディア・デコード信号１４２と同様に、デコードされた転送信号のそれぞれ（
例えば、コンピュータシステムが生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号
、手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、コンピュータシステムが生成した地上
波マルチメディア・デコード信号及び地上波マルチメディア・デコード信号）は、基調を
成すビデオ情報及びオーディオ情報を含んでいる。図示されているように、マルチメディ
ア用プロセッサ１５６は、デコードされた転送信号に関連したビデオ情報１７４を記憶す
るために少なくとも１つのメモリ１５４に転送し、それに続いてコンピュータシステムの
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ディスプレイ１６４上で画像再生を行う。同様に、マルチメディア用プロセッサ１５６は
、デコードされた転送信号１７６をＤＡＣ１６６に転送し、その後で少なくとも１つのコ
ンピュータシステムのスピーカ１７０上でオーディオ再生を行う。
【００４１】
　デコードされたオーディオ情報１４６がＤＡＣ１２２、増幅器１２４、及び手持ち式装
置１０２の少なくとも１つの手持ち式スピーカ１２６によって処理されたのと同様な方法
で、デコードされたオーディオ情報１７６がＤＡＣ１６６、増幅器１６８、及び少なくと
も１つのコンピュータシステムのスピーカ１７０によって処理されることは、当業者も理
解されよう。
【００４２】
　コンピュータシステム１０４は、構成されているように、手持ち式装置１０２がマルチ
メディア放送信号１３８をビデオ録画することに対応しているのと同じ方法で、転送信号
１７２を同様にビデオ録画することに対応している。手持ち式装置のユーザ及び／又はコ
ンピュータシステムのユーザが、少なくとも１つのメモリ１５４を用いて記憶された転送
信号１７２及び／又は記憶されデコードされた転送信号１７８を「再生」したいと思うこ
とがあることは、当業者は認めるであろう。ユーザが入力した情報は、信号の「再生」を
制御するために周知の技術を用いて、少なくとも１つの入力／出力装置１２０及び／又は
少なくとも１つの入力／出力装置１６２によって承認される。入力情報が少なくとも１つ
の入力／出力装置１２０に与えられる場合、任意の適当なインジケータ、フラグ、又はデ
ータが転送信号１７２と共に接続体１０６を介して転送され、コンピュータシステム１０
４及びマルチメディア用プロセッサ１５６が信号をビデオ録画するように適当に指示され
ることは、当業者は認めるであろう。
【００４３】
　図２は、図示されているように、転送信号１７２の１つ又はデコードされた転送信号１
７８の１つを別のコンピュータシステム１０４（図１）にさらに転送する第２のインター
フェース１８０も備えている。任意の適当な転送方式を使用することにより、ユーザが１
つ以上入力／出力装置１２０及び１６２において、（前述されたビデオ録画の機能のよう
に）コンピュータシステム１０４が転送信号１７２を再生すべきかどうか、又は転送信号
１７２の形態を別のコンピュータシステム１０４に転送すべきかどうかを制御するように
入力できることは、当業者は理解するであろう。この方法では、システム１００が手持ち
式装置１０２、第１のコンピュータシステム１０４、及び第２のコンピュータシステム１
０４を備えていると仮定すると、第１のコンピュータシステムは、第２のコンピュータシ
ステム１０４上で分配するためのサーバ用コンピュータシステムのように動作する。
【００４４】
　図示されていないが、手持ち式装置１０２の構成要素の間及びコンピュータシステム１
０４の構成要素の間の信号の転送が、それぞれのＣＰＵ（１１８、１６０）、それぞれの
マルチメディア用プロセッサ（１１４、１５６）、１つ以上のダイレクト・メモリ・アク
セス・エンジン（図示せず）、又はそれらの任意の組合せの制御のもとにあることが分か
ることは、当業者は理解されよう。物理的な転送は、任意の適当な接続体、内部バス、通
信リンクを介して、又は接続体、内部バス、通信リンクの任意の適当な組合せを介して行
うことができることは理解することができる。
【００４５】
　１つの実施形態では、インターフェース１１６及び第２のインターフェース１８０が複
数チャネルの転送信号１７２又は転送信号１７２とデコードされた転送信号１７８との組
合せを転送することは、当業者も理解されよう。それに対応して、インターフェース１５
２は同様に、複数チャネルの転送信号１７２を受信する。複数のチャネルであるため、コ
ンピュータシステムのディスプレイ１６４は１つ以上の転送信号に関連したビデオ情報を
一度に再生することができる（例えば、ピクチャー－イン－ピクチャー技術（picture-in
-picture technology）を用いて）。同様に、手持ち式装置用ディスプレイ１２８も、同
じ技術を用いて１つ以上のマルチメディア放送信号１３８を一度に表示するように構成す
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ることができる。
【００４６】
　システム１００及びコンピュータシステム１０４のアーキテクチャを用いることにより
、多くの利点が実現されることが認められる。実現される１つの機能は、関連した及び無
関係の両方のマルチメディア放送信号１３８を受信して、次に受信され関連した及び無関
係のマルチメディア放送信号１３８の任意の組合せを、記憶するように及び／又は任意の
数の構成要素及びコンピュータシステム上で再生するように導くための、手持ち式装置１
０２の能力である。図１に関して、復調器１３２はデマルチプレクサ１３７をさらに具備
し、マルチメディア用プロセッサはＣＰＵ１１８及びユーザ入力／出力装置１２０によっ
て制御されるデマルチプレクサ１１５をさらに備えている。１つ以上のデマルチプレクサ
１３７及び１１５を使用して、手持ち式装置１０２のユーザは、取り込まれ関連した及び
／又は無関係のマルチメディア放送信号のオーディオ及びビデオ要素を、適当に記憶する
、再生する及び／又は少なくとも１つのコンピュータシステム１０４に転送するために、
１つ以上のメモリ１１２、インターフェース１１６、及びマルチメディア用プロセッサ１
１４に向けることができる。例えば、手持ち式装置１０２が、ＤＶＢ－Ｈ、ＤＶＢ－Ｔ及
びＴ－ＤＭＢ信号を少なくとも１つの受信機１１０によって取り込んだ場合、ユーザは復
調されたＤＶＢ－Ｈ信号のオーディオ要素を、後でスピーカ１２６で再生するためにメモ
リ１１２に導くことができる。この実施例では、ユーザは復調されたＤＶＢ－Ｈ信号のビ
デオ要素をビデオ録画するためにメモリ１１２に導き、また復調されたＴ－ＤＭＢ信号全
体を少なくとも１つのコンピュータシステム１０４の１つでデコーディング及び再生する
ためにインターフェース１１６に送る。当業者は理解されるように、復調器１３７及び１
１５は、ビデオ及びオーディオ成分を所定のマルチメディア信号から分離するように動作
するため、手持ち式装置１０２に関する上記の柔軟性が可能にされる。
【００４７】
　同様のデマルチプレクサが、図２のマルチメディア用プロセッサ１５６の中に存在する
ことは、さらに理解されよう。このため、手持ち式装置１０２がマルチメディア信号１７
２のオーディオ及びビデオ要素の任意の組合せをコンピュータシステム１０４に転送する
方法と同様に、コンピュータシステム１０４は、マルチメディア信号１７２、１７８のオ
ーディオ及びビデオ要素の任意の組合せを第２のコンピュータシステムに同じように転送
することができる。
【００４８】
　図３は、手持ち式装置用マルチメディア信号を、コンピュータシステム上で再生するた
め又は別のコンピュータシステムに転送するために転送する方法の１つの実施例を例示す
るフローチャートである。この方法は、ブロック３０２で開始する。このブロック３０２
では、例えば、少なくとも１つのマルチメディア放送信号が、図１に例示されている受信
機１１０のような受信機によって取り込まれる。この少なくとも１つのマルチメディア放
送信号は、手持ち式装置上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うように
フォーマットされた少なくとも１つの手持ち式（「ＨＨ」）装置用マルチメディア（「Ｍ
Ｍ」）信号（例えば、ＤＶＢ－Ｈ）、又はコンピュータシステム上で画像再生及びオーデ
ィオ再生の少なくとも１つを行うようにフォーマットされた少なくとも１つの地上波マル
チメディア信号（例えば、ＤＶＢ－Ｔ）の１つである。この方法はブロック３０４に続く
。このブロック３０４では、少なくとも１つのマルチメディア復調信号が、少なくとも１
つのマルチメディア放送信号に基づいて発生される。１つの実施形態では、方法のブロッ
ク３０４は、方法のブロック３１２～３１６によって実行される。これらのブロックでは
、少なくとも１つのマルチメディア放送信号が（例えば、図１のＡＤＣ１３４を用いて）
ディジタル形式に変換され、少なくとも１つのマルチメディア放送信号が（例えば、図１
の復調器１３２を用いて）復調され、そしてエラーが（例えば、図１のＥＣＣ１３６を用
いて）少なくとも１つのマルチメディア放送信号の中で検出及び補正される。
【００４９】
　この方法は、ブロック３０６に続く。このブロックでは、少なくとも１つのマルチメデ
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ィア復調信号又は少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号が、マルチメディア復
調信号に基づいて、コンピュータシステムに転送されて、コンピュータ上で再生されるか
又は別のコンピュータシステムに転送される。図示されているように、この方法は、ブロ
ック３１８に示されているように、少なくとも１つのマルチメディア復調信号に基づいて
、少なくとも１つのマルチメディア・デコード信号を発生するステップを含む。ブロック
３２０に示されているように、コンピュータシステムに転送するステップには、１つの実
施形態では、物理的な接続体（物理的バスなど）又は無線接続体（無線バスなど）を介し
て少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は少なくとも１つのマルチメディア・デコ
ード信号を転送するステップが含まれる。コンピュータシステムに転送するステップには
、複数チャネルの転送信号が転送される方法のブロック３２２も含まれる。ここで、複数
チャネルの転送信号には、２つ以上のマルチメディア復調信号；２つ以上のマルチメディ
ア・デコード信号、及び１つ以上のマルチメディア復調信号及び１つ以上のマルチメディ
ア・デコード信号の少なくとも１つが含まれる。ブロック３０６及び３１８～３２２の方
法は、１つの実施形態では、手持ち式装置１０２の少なくともマルチメディア用プロセッ
サ１１４及びインターフェース１１６、及び接続体１０６を用いて実行される。この方法
は、ブロック３０８で終了する。ここでは、コンピュータシステムは、例えば以下で説明
するように、転送信号を処理する。
【００５０】
　１つの実施形態では、図３の方法には図４の方法が含まれる。図４の方法には、手持ち
式装置が、１つの実施形態では、どのマルチメディア信号がコンピュータシステムに転送
されるかを決定することができる方法が例示されている。この方法は（ブロック３０４か
ら）参照記号Ａで開始して、ブロック４０４に続く。参照記号Ａでは、手持ち式装置が、
マルチメディア復調信号をデコードするために、コンピュータシステムからコンピュータ
システムの能力に関する情報を受信する。図１に関連して前述されたように、これは、イ
ンターフェース１１６を用いて実行することができる。１つの実施形態では、手持ち式装
置１０２は、コンピュータシステム１０４のデコーディング能力を問い合わせることがで
きる。手持ち式装置１０２は何らかの適当な技術を使用して、コンピュータシステム１０
４に対して必要な問合せを行うことができる。同様に、コンピュータシステム１０４は、
任意の適当な信号、フラグ又は情報を手持ち式装置１０２に戻して、そのデコーディング
性能又は能力を示すことができる。この方法は、ブロック４０４に続く。このブロック４
０４では、少なくとも１つのマルチメディア復調信号又は少なくとも１つのマルチメディ
ア・デコード信号を受信情報に基づいて転送するかどうかが決定される。１つの実施形態
では、手持ち式装置１０２は、コンピュータシステム１０４のデコーディング性能を問い
合わせて、その応答に基づいて、手持ち式装置１０２及びそのマルチメディア用プロセッ
サ１１４は、マルチメディア復調信号１４０の任意の必要なデコーディングを実行する。
１つの実施形態では、ＣＰＵ１１８又はマルチメディア用プロセッサ１１４がこの判断を
行う。特に例示していないが、任意の適当な通信経路又はリンクを使用して、受信情報を
マルチメディア用プロセッサ１１４及び中央演算処理装置１１８の１つに転送することが
できる。この方法は、図３のブロック３０６に続く。
【００５１】
　図５は、本開示内容の１つの実施形態に基づいて、少なくとも１つのマルチメディア復
調信号を発生し、また付加的な転送、再生、及び記憶機能を行うための１つの実施例を例
示するフローチャートである。この方法は、ブロック５０２で開始する。このブロック５
０２では、例えば、少なくとも１つのマルチメディア放送信号が、例えば、図１に例示さ
れている受信機１１０などの受信機によって取り込まれる。ブロック５０４では、少なく
とも１つのマルチメディア復調信号が、少なくとも１つマルチメディア放送信号に基づい
て発生される。ブロック５０４は、図３のブロック３０４と同じ又は類似した方法で実行
される。この方法は、次にブロック５０６に続く。このブロック５０６では、１つ以上の
マルチメディア・ビデオ信号及び／又は１つ以上のマルチメディア・オーディオ信号が、
少なくとも１つのマルチメディア復調信号及び少なくとも１つのマルチメディア・デコー
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ド信号の１つ以上の信号に基づいて発生される。１つの実施形態では、１つ以上のマルチ
メディア・ビデオ及びオーディオ信号が、図１のデマルチプレクサ１３７又はデマルチプ
レクサ１１５を用いて発生される。
【００５２】
　図５の方法は、ブロック５０８とブロック５１０～５１４との任意の組合せに進む。ブ
ロック５０８と５１４では、１つ以上のマルチメディア・ビデオ信号、１つ以上のマルチ
メディア・オーディオ信号、少なくとも１つのマルチメディア復調信号、及び少なくとも
１つのマルチメディア・デコード信号の少なくとも１つが、外部のコンピュータシステム
に転送されるか又は記憶される。１つの実施形態では、これは、図１のＣＰＵ１１８及び
マルチメディア用プロセッサ又は少なくとも１つのメモリ１１２の指示のもとでインター
フェース１１６を用いて実行される。ブロック５１０及び５１２では、上記の信号に関連
したビデオ及び／又はオーディオ信号は、例えば図１に関連して説明された技術を用いて
再生される。最後に、この方法はブロック５１６で終了する。このブロック５１６では、
例えば、任意の番号の次の処理ステップがコンピュータシステムによって実行されるか、
又はユーザが手持ち式装置上でマルチメディア信号の再生を楽しむことができる。
【００５３】
　図６は、本開示内容の１つの実施形態に基づいて、手持ち式装置から受信されたマルチ
メディア信号を再生又は転送するための１つの実施例を例示するフローチャートである。
この方法はブロック６０２で開始する。このブロック６０２では、例えば転送信号は、図
２のブロック５０２と同様に、手持ち式装置によって送られる。次に、ブロック６０４で
は、手持ち式装置からの転送信号が受信される。ここで、転送信号には、手持ち式装置用
マルチメディア復調信号、手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、地上波マルチ
メディア復調信号、及び地上波マルチメディア・デコード信号の１つが含まれる。手持ち
式装置用マルチメディア復調信号及び手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号は、
手持ち式装置上で画像再生及びオーディオ再生の少なくとも１つを行うようにフォーマッ
トされ（例えば、ＤＶＢ－Ｈ）、また地上波マルチメディア復調信号及び地上波マルチメ
ディア・デコード信号は、コンピュータシステム上で画像再生及びオーディオ再生の少な
くとも１つを行うようにフォーマットされる（例えば、ＤＶＢ－Ｔ）。
【００５４】
　１つの実施形態では、ブロック６０４は、ブロック６１０に例示されているように、物
理的接続体又は無線接続体を介して転送信号を受信するステップが含まれる。別の実施形
態では、ブロック６０６は、複数のチャネルの転送信号が受信されるブロック６１２の方
法を含む。複数のチャネルは、２つ以上の手持ち式装置用マルチメディア復調信号、２つ
以上の地上波マルチメディア復調信号、２つ以上の手持ち式装置用マルチメディア・デコ
ード信号、及び２つ以上の地上波マルチメディア・デコード信号の少なくとも１つ、及び
１つの手持ち式装置用マルチメディア復調信号、１つの地上波マルチメディア復調信号、
１つの手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、及び１つの地上波マルチメディア
・デコード信号の少なくとも２つを含んでいる。ブロック６０４及び６１０～６１２の方
法は、１つの実施形態では、図１の接続体１０６及びインターフェース１５２を用いて実
行される。
【００５５】
　次に、図６の方法は、ブロック６０６に示されているように、コンピュータシステムの
ディスプレイ上で転送信号に関連したビデオ情報を画像再生するステップ、少なくとも１
つのコンピュータシステムのスピーカ上で転送信号に関連したオーディオ情報をオーディ
オ再生するステップ、及びユーザ入力情報に基づいて、転送信号、コンピュータシステム
が生成した手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号、及びコンピュータシステムが
生成した地上波マルチメディア・デコード信号の少なくとも１つを別のコンピュータシス
テムに転送するステップの少なくとも１つを含む。１つの実施形態では、ブロック６０６
の方法は、ブロック６１４の方法をさらに含む。このブロック６１４では、転送信号に関
連したビデオ情報が記憶される（例えば、ビデオ録画されたビデオ情報を後で表示するた
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め）。１つの実施形態では、ブロック６０６及び６１４の方法が、図２のコンピュータシ
ステム１０４のマルチメディア用プロセッサ１５６、少なくとも１つのメモリ１５４、デ
ィスプレイ１６４、ＤＡＣ１６６、増幅器１６８、及び少なくとも１つのスピーカ１７０
を用いて実行される。最後に、この方法はブロック６０８で終了する。このブロック６０
８では、ユーザはコンピュータシステム上で再生された転送信号を楽しむことができる。
【００５６】
　図７は、本開示内容の１つの実施例に基づいて、コンピュータシステムが生成した手持
ち式装置用マルチメディア・デコード信号及びコンピュータシステムが生成した地上波マ
ルチメディア・デコード信号を発生し、またデコード信号をコンピュータシステム上で画
像表示するためにスケール変更するための１つの実施例を例示している。図示されている
ように、この方法はブロック６０４から開始し、ブロック７０２～７０６の１つに続く。
技術的に説明されているように、この方法は、例えば、入力／出力装置１６２上のユーザ
入力情報に基づいて継続する。ブロック７０２では、コンピュータシステムが生成した手
持ち式装置用マルチメディア・デコード信号が、手持ち式装置用マルチメディア復調信号
に基づいて発生される。ブロック７０４では、コンピュータシステムが生成した地上波マ
ルチメディア・デコード信号が、地上波マルチメディア復調信号に基づいて発生される。
ブロック７０２及びブロック７０４のどちらも、例えば、マルチメディア用プロセッサ１
５６を用いて実行される。ブロック７０６～７０８では、手持ち式装置用マルチメディア
・デコード信号、地上波マルチメディア・デコード信号、コンピュータシステムが生成し
た手持ち式装置用マルチメディア・デコード信号及びコンピュータシステムが生成した地
上波マルチメディア・デコード信号のそれぞれの１つに関連したビデオ情報がスケール変
更される。１つの実施形態では、ブロック７０６～７０８は、例えばスケーラ１５８によ
って、コンピュータシステムのディスプレイ１６４上で適切に表示するようにスケール変
更される。
【００５７】
　図８は、本開示内容の１つの実施形態に基づいて、少なくとも１つのコンピュータシス
テムのスピーカ上で、転送信号に関連したオーディオ情報をオーディオ再生する１つの方
法を例示している。この方法はブロック６０４の後で、又は参照番号Ｂに関連した方法の
ブロックが終了した後で開始する。例示されているように、ブロック８０２～８０６の少
なくとも１つが採用される。ブロック８０２～８０６のそれぞれにおいて、アナログのオ
ーディオ信号が発生される。ブロック８０２では、コンピュータシステムが生成した手持
ち式装置用マルチメディア・デコード信号に関連したオーディオ情報に基づいて、アナロ
グのオーディオ信号が発生される。ブロック８０４では、コンピュータシステムが生成し
た地上波マルチメディア・デコード信号に関連したオーディオ情報に基づいて、アナログ
のオーディオ信号が発生される。ブロック８０６では、手持ち式装置用マルチメディア・
デコード信号又は地上波マルチメディア・デコード信号に関連したオーディオ情報に基づ
いて、アナログのオーディオ信号が発生される。１つの実施形態では、ディジタル－アナ
ログ変換器１６６（あるいはマルチメディア用プロセッサ１５６に関連したデマルチプレ
クサ－図示せず）を用いて、アナログのオーディオ信号が発生される。
【００５８】
　図８の方法は、ブロック８０８に続く。このブロック８０８では、増幅されたアナログ
のオーディオ信号が、ブロック８０２～８０６の１つで前に発生されたアナログのオーデ
ィオ信号に基づいて発生される。ブロック８１０では、増幅されたアナログのオーディオ
信号に関連したオーディオ情報が、少なくとも１つのコンピュータシステムのスピーカ（
例えば、スピーカ１７０）を用いてオーディオ再生される。この方法は、図６と同じ方法
で終了する。
【００５９】
　このように、従来技術の上記の要求に対処する方法及び装置が開示された。具体的に言
うと、後で画像及びオーディオ再生を行うために、手持ち式装置用マルチメディア信号が
手持ち式装置からコンピュータシステムに転送されるように、手持ち式装置及びコンピュ
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ータシステムが説明されてきた。説明されたように、手持ち式装置用転送信号は、手持ち
式マルチメディア復調又はデコード信号又は地上波マルチメディア復調又はデコード信号
に対応する。特定の種類のマルチメディア信号をコンピュータシステムに送るという決定
は、コンピュータシステムのデコーディング特性とユーザ入力情報とによって影響される
。例えば、手持ち式装置１０２とコンピュータシステム１０４との両方に利用可能なリソ
ースの種類に基づいて、より進歩したハードウェアの加速器、プロセッサ、又はエンジン
を用いてマルチメディア復調信号１４０をデコードするように、マルチメディア用プロセ
ッサ１５６をより良く適合させることができることは、当業者は理解されよう。別の方法
では、手持ち式装置のユーザは、手持ち式装置のリソース（すなわち、ディスプレイ及び
スピーカ）を用いて受信された信号を画像再生及び／又はオーディオ再生することを選択
できるため、手持ち式装置のユーザにはより高い柔軟性が与えられる。
【００６０】
　他の利点に関しては、上記の方法及び装置により、手持ち式装置上で画像及びオーディ
オ再生を行うようにフォーマットされた手持ち式装置用マルチメディア信号を、手持ち式
装置が受信することができ、また例えばユーザ入力情報により、手持ち式装置又はコンピ
ュータシステム上でマルチメディア信号を表示することができる。１つの実施形態では、
これによりユーザは、より優れたコンピュータシステムのディスプレイ及びスピーカ、及
びより優れたデコーディング・エンジン／アルゴリズムを利用することができる。この方
法及び装置により、手持ち式装置は、コンピュータシステム上で画像及びオーディオ再生
を行うようにフォーマットされた地上波マルチメディア信号を受信し、また例えばユーザ
入力情報により、コンピュータシステム上でマルチメディア信号を表示することが更に可
能にされる。１つの実施形態では、これよりユーザは、コンピュータシステムの受信機が
利用不可能である又は他の信号を処理することでビジーの状態にある場合は、手持ち式装
置を使用して地上波マルチメディア信号を同調及び復調することができる。当業者は、他
の利点も認めるであろう。
【００６１】
　上記の説明は実施例を説明しているだけであり、他の実施形態は添付された特許請求の
範囲によって想像されまたカバーされることも理解されよう。例えば、手持ち式装置１０
２及びコンピュータシステム１０４（例えば、マルチメディア用プロセッサ１１４、１５
６）の１つ以上の構成要素は、ソフトウェアで実現され（すなわち、記憶された命令とし
て）、またそれぞれＣＰＵ１１８及びＣＰＵ１６０の少なくとも１つによって実行される
ことが理解される。例えば、図１に例示された増幅器１２４、１６８及びエラー補正回路
１３６などの特定の構成要素が選択自由であることは、更に理解されよう。従って、本願
で開示及び請求される基本的な基調を成す原理の精神及び範囲に入るありとあらゆる修正
例、変形例又は等価なものを本発明がカバーするものと考える。
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